
体
験
学
習

※各スケジュールは都合により一部変更になる場合がございます。
※写真はイメージです。実際の内容と異なる場合がございます。

観 覧 料　〈特別展〉一般200円（160円）　大学・高校生100円（  80円）
　　　　　〈企画展〉一般400円（320円）　大学・高校生250円（200円）　
　　　　　※（　）内は20名以上の団体料金
　　　　　※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方とその介護者1名無料
休 館 日　毎週火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始の休館　12/27 ▶ 1/5（臨時開館 1/3）
　　　　　燻蒸消毒・展示入替・倉庫整理の休館　9/1 ▶ 9/9

中学生以下無料

開館時間　9:30〜17：00

〒370-3511　群馬県高崎市金古町888-1
http://www.nippon-kinunosato.or.jp

TEL 027-360-6300

令和２年度

体験学習 （草木染、型染、絞り染、ろうけつ染、手織り、
繭クラフト、和布細工）
各種体験学習を開催しています。詳しい日程はホームページ
または電話等でお気軽にお問い合わせください。
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群馬県立日本絹の里 展示スケジュール

第91回特別展

「まゆクラフ
トと絹の作
品展」

▶4/5㊐

第46回企画展第92回特別展

「首里織展
—あけもどろに
� 染まる美

ちゅ

ら布
ぬぬ

—」

「糸でいざなう悠久の美
� 荒木千恵子展」

9/10㊍▶11/3㊋㊗
沖縄の気候風土に育まれた多種
多様な琉球織物で、紋織から
絣に至るまで多彩に織られる
のが首里織の特徴です。首里に
伝わる洗練されたデザイン、繊
細な織、華麗な色などが特徴
の首里織について紹介します。

5/16㊏▶7/13㊊
絵画と刺繍を組み合わせた刺
繍絵画の第一人者であり、新
しい分野の横振刺繍を芸術的
分野にまで広めた現代の名工
荒木千恵子さんの刺繍の世界
を紹介します。

第94回特別展第93回特別展

「江戸の押絵羽子板と
� 上州の歌舞伎文化」

（夏休みこども展）
「学ぼうカイコ」

11/8㊐▶12/14㊊7/18㊏▶8/31㊊
江戸時代に歌舞伎の隆盛とと
もに発達し装飾美が追究され
てきた「江戸押絵羽子板」と、
群馬県内に伝わる歌舞伎の資
料や衣装等を展示します。絹
が欠かせない日本の伝統文化
である歌舞伎と押絵羽子板の
魅力を紹介します。

カイコの飼育量が全国一であ
る群馬県、そんな群馬県にふ
さわしい施設として夏休みの
こども達に、カイコの生態か
ら飼育方法など、カイコのい
ろいろなひみつを紹介します。

第96回特別展

「まゆクラフトと
� 絹の作品展」

2/13㊏▶4/5㊊
繭の素材をいかした独創的な
まゆクラフト作品とともに、
工芸作家と日本絹の里友の会
会員による作品を展示し、絹
や繭の魅力を紹介します。

第95回特別展

「群馬県作家協会展
〜絹によせる伝統文化〜」

12/19㊏▶2/1㊊
群馬県では、古くから養蚕が
盛んに行われており、染織業
や養蚕用具、養蚕の神様など、
絹文化に関係する数多くのも
のが現代に伝えられています。
本展では、絹文化と創造の魅
力を未来へと伝えるため活動
している群馬県作家協会会員
の作品を紹介します。

令和元年度の様子

「群馬の絹」展
2/5㊎▶2/9㊋
群馬の繭・生糸を使用した、和装品や
洋装品・工芸品などの絹製品の展示と
販売を行います。

打掛「神峰」
撮影：中村 淳（スタジオKJ） 刺繍絵画　能「二人舞」

令和元年度の様子

首里花倉織

（左から）田中正子　名古屋帯　深山染「風」
伊藤久米夫「繭の釉一輪」

倉田辰彦「猫神様」

第45回企画展

「若槻せつ子コレクション
錦舞う打掛とキモノドレス」

4/10㊎▶5/11㊊
ファッションディレクター・若
槻せつ子さんのコレクション
から、バブル期に作られ刺繍・
織り・染色など匠の手仕事が
凝縮された花嫁衣装「打掛」の
逸品と、打掛をリメイクした「キ
モノドレス」を紹介します。

押絵羽子板「助六由縁江戸櫻」
初代・西山鴻月 作（個人蔵）

夏休みこどもシルク教室
７月下旬▶８月下旬
小中学生を対象にした特別メニューで、染色・
手織り・繭クラフトの体験教室を開催します。

日本絹の里大学
９月▶11月
シルクに関するさまざまな分野について、専門家がわかり
やすく解説して楽しく学べるユニークな講座を開催します。


